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　2018年10月1日から、新しい研修プログラムがスタートしました。だれでも指定の研

修会を終了することで、公益財団法人日本レクリエーション協会に登録できる制度で

す。レクリエーションの基本的な考え方、現場ですぐに使えるポイントなど、入門的

な知識を短時間で効率的に学ぶことができ、以下の3つの研修プログラムが用意されて

います。

　３つのレクリエーション・サポーター研修のプログラムや、支援の考え方に大きな

違いはありません。心の壁を取り除く「アイスブレーキング」と信頼関係を築く「ホ

スピタリティ」を中心に、レクリエーション支援の基礎を体験的に学習することがで

きます。

　学校、地域や職場など、さまざまな対象者が集まった場面において、全体の雰囲

気を和らげ、集まった参加者の一体感や安心感を高めながら、楽しい時間をつくる

ためのレクリエーション支援の基本を学びます。

●レクリエーション・サポーター研修で
　仲間を増やしましょう！

　都道府県レクリエーション協会や、各種団体が開催する研修会を受講し、終了した

方はレクリエーション・サポーターとして、（公財）日本レクリエーション協会に登

録することが出来ます。登録費用は無料で、登録更新の必要はありません。

　登録者は、レクリエーション活動で活かせるあそびの情報を検索することができま

す。また一般には公開されていないレクリエーションク記事や、都道府県レクリエー

ション協会のセミナー情報などを閲覧できるほか、スキルアップに役立てることがで

きる各種セミナー情報なども得ることができます。さらに、レクリエーション公認指

導員資格取得時には、学習時間の一部免除を受けることができるなど、さまざまな特

典を受けることができます。

●登録と登録者の特典

○ グループレクリエーション・サポーター研修

　介護の現場において、レクリエーション活動をとおして利用者との信頼関係や、

利用者同士のコミュニケーションを深め、前向きな気持ちを引き出すためのレク

リエーション支援の基本を学びます。

○ 介護レクリエーション・サポーター研修

　学校現場において、レクリエーション活動をとおして、教師と子ども、子ども同

士の信頼関係づくりを促進し、一人ひとりが自己を発揮しながら互いに認め合う

良好な集団づくりを進めるためのレクリエーション支援の基本を学びます。

○ 学校レクリエーション・サポーター
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　昭和38年（1963年）に飯能市で第１回大会を開催して以来、県内地域でのレクリエーション
大会として毎年開催されています。「総合開会式」「種目別交歓会」等　開催地域を対象とし
た多様な種目、多彩なプログラムでだれもが気軽に参加できる大会です。
　大会は、地域市民の一人ひとりがレクリエーション活動を理解し、体験し、楽しさをとおし
て喜びを味わえる大会として開催地住民との交流をはかることが目的です。
　「種目別交流会」は、県協会の加盟種目団体と開催市の種目で開催しています。
　だれでも参加でき、楽しめる大会として親しまれています。
　令和元年度は川口市で開催、来年度は桶川市で開催される予定です。

○ 総合開会式
　レクリエーション運動功労者表彰、団体表彰、開
催地の歓迎アトラクションなどを実施しています。

○ 種目別交流会
　県協会加盟種目団体の紹介、実践を通じて開催地
の方々に楽しんでいただいています。

埼玉県レクリエーション大会

○ 埼玉県民総合体育大会
　 スポーツ・フェスティバル
　埼玉県民総合スポーツ大会の共催事業の一
環として、式典に続き、加盟種目団体の演
技、だれもが参加できる多様な種目活動を楽
しみながら開催しています。

○ 教員免許状更新講習
　平成19年6月の改正教育職員免
許法の成立により、平成21年4月1
日から教員免許更新制が導入さ
れ、教員免許状に10年間の有効期
間が付されました。更新年齢該当
者は、2年間で30時間以上の免許
状更新講習を受講・修了する必要
があります。
　特定非営利活動法人埼玉県レク
リエーション協会では、平成29年
度から「選択領域」（18時間）の
教員免許状更新講習を開催し、令
和元年度は延べ185人の幼・小・中・
高の先生方が参加し、高評価を得
て終了しました。

関連団体との取組


